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	応用
	抗原情報
	背景
	オートファジーとミトコンドリア恒常性維持に関与するE2様酵素。ATG8様タンパク質（GABARAP、GABARAPL1、GABARAPL2、またはMAP1LC3A）とホスファチジルエタノールアミン（PE）の結合を触媒する。ATG12自身への結合を触媒し、ATG12のATG3への結合はミトコンドリア恒常性維持に関与するが、オートファジーには関与しない。ATG7（E1様酵素）はATG3とE1-E2複合体を形成することでこの反応を促進する。
	研究分野
	オートファジー
	画像データ
	

	ATG3 抗体を使用した K562、ラット脳、C6、3T3、Hela 溶解物中の ATG3 のウエスタン ブロット分析。
	

	ATG3抗体とDAPI（青）を用いたHela中のATG3（緑）の免疫細胞化学分析
	

	ATG3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

